
学会ニュース                                           ‥  

平成且5年度臨時給会議実にて鍼ル竃  

平成15年度臨時総会は去るこう月19llに開催され，以下の総会議案がすべて原案通り承認されました  

のでお知らせします．   
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社団法人日本オペレーションズ。リサーチ学会 定款細則   （第1号議案）  

第1章 会  員  

第1条 会員として入会を承認したときは，本会からその  

旨を通知する．新人全の会員は入会の期Ilにかか  

わらずその年の会薯全触を納入する．   

2  正会員，学竺巨会員の入会金は次の通りとする．  

j仁会員1，50（川1  

草子l三会員  60（）lリ   

ニ〕 会員の会輩年柑は定款第6条の柿別により次の通  

りとする．  

〕1三会員  14，400lこ1■J  

学年二会員  5，000lり  

賛助会員 一一flA柿 95，000Iニリ  

B種 48，000l1］  

第2条 賛助会員は代表者を定め本会に通知する．賛助会  

員の名称・代表者の変更も同様である．   

2  賛助会員（B梯）は次に掲げるものとする．該当  

しない賛助会員はA柿とする．  

1）個人  

2）資本金3億l二刊以卜および従業員200人以■卜の法  

人  

3）特に理事会が＿卜記2）に準ずると認めた法人ま  

たはl卦体  

第3条 会員は配布規程に従い，会誌の配布を受ける．  

第4来 会詰は1ノJより12ノーまでのあいだに発行したも  

のを送付するものとする．  

弟5条 会員は定款第9条および第10条の権利のほか，  

次の権利をイ√する．  

1）本会の串業に関する通知を受け甘柿行事、佃先  

発表会および講演会に参加する．  

2）本会が，収集，整備する図苦，資料等を，所定  

の規則に従って利川する．  

3）巾定の規則に従って研究発表し，本会の会誌に  

技稿する．  

弟6発 会蟄は前年グ）12JJまでに納入しなければならな  

し1  

弟7条  通信先が外圧1の者の入会金，会輩はともに1＝軸内会  

ともとIiりじとする．  

朋1伍（50）  

第8条 会薯を6ヶ月じ∪二滞納した場合は，会員資格を停  

直することができる．また，会貿を1年以上滞納  

した場合は除名することができる．  

第9条 正会員および名営会員のうち，オペレーション  

ズーリサーチの進歩に閲し顕著二な貢献をなした者  

をフェローとする．   

2  フェローはフェロー会議の推薦に基づき，即事会  

において決定する．   

3  フェローはフェロー会議を構成し議長は互選とす  

る．   

4  フェロー会議は理事会に対し，新フェローの推薦  

を行なう．  

第10条 正会員のうち，30年以上正会員を継続し，70才  

以上である者は永年会月とすることができる．   

2  永年会員はl州ノ．に基づき，理事会の承認により  

年会蟄を半袖（7，200l：リ）にすることができる．  

第11条 哩事会は本会の事業清動について広く意見を求  

めるため，必要に応じ顧問を置くことができる．  

第2章 役員の選出  

第12条 役員は以【卜の会務を分担する．  

理  三拝   

会 長（定数l）   

副会長（定数3）   

庶 務（定数2）  

法人の代表，会務の総理  

企両・調整・統合  

組織管理・人事・会議・文  

書・設備。総会  

1FORS等1≡I三1際交流  

研究・教育・研究′受託・研  

究発表会  

会誌・H版。広告  

会計  

※理事会の決定による特別  

な会務  

定款弟19条に定める職務  

国 際（定紋1）  

研 究（定数2）  

編 集（定数2）  

会 計（定数1）  

無任所（定数4）  

監二 ＋ 二串（定数2）  

i主 ※うち2名は支部所属会員とする．  

会務分拙か世事会で変更することができる．  

弟13条 会長候補を選目するため，会長候補者選考委員  

会を設ける．会長候補者選考委員会は会長候補  
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者選考委員をもって組織する．  

第14条 会長候補者選考委員の定員は13名とし，会長改  

第21条 第19条に定める代議員の定数は50名山U二70名  

以内とする．  

選の3ヶ月前までに，理事会から5名，代議員  正会員および名誉会員は第20条に定める代議員  

から8名を選出する．理事会からの5名は理事  被推薦者名簿から，70名連記無記名投票により  

会推薦とし，代議員からの8名は代議員の書面  代議員を選出する．  

投票により互選とする．   この項の選挙の管革則よ監事の責任において行な  

2  会長候補者選考委員の任期は会長就任峠までと  

する．  

第15条 会長候補者選考委員会に会長候補者選考委員長  

をおく．会長候補者選考委員長は会長候補者選  

考委員の互選による．  

第16条 会長候補者選考委員会は候補者1名を選考し，  

書面により正会員および名誉会員の信任投票を  

求める．   

2  有効投票の過半数の信任を得て候補者とする．   

3  有効投票の過半数の信任が得られない場合は，  

会長候補者選考委員会において再度選挙を行な  

つ．  

第17条 会長を除く役員は，正会員および名誉会員の直  

接選挙によl）選出される．  

1）役員は分担する会務ごとに遠山する．  

2）役員候補者は分担する会務ごとに，本人の同  

主  

第4章 委員会および幹事  

第22条 理事会が必要と認めた場合は，会務の内容を明  

示して委員会を設けることができる．  

第23条 理事会が必要と認めた場合は，哩事会，委員会  

を補佐するため幹事をおくことができる．  

第24条 委員および幹事は理事会の抑薦にもとづき会長  

が委嘱する．  

第25条 委員，幹事の任期は1年とし重任を妨げない．  

第26条 常設の委員会は次の通りとする．  

1）編集 2）表彰  3）IAOR 4）研究普及 5）OR  

事典編集 6）国際  

第5章 会誌  

第27条 会誌を次の2種とする．  

1）機関誌 オペレーションズ。リサーチ  

2）論文誌JournaloftheOperationsResearch  

Society ofJapan  

R本オペレーションズ。リサーチ学  

会論文誌  

第28条 機関誌には，オペレーションズ・リサーチの普  

及，啓蒙に関する記事のほか本会記事，会務公  

告その他の事項を掲載し，年12恒にれを発行す  

る．  

第29条 論文誌は，和文または英文で苦かれた論文を掲  

載し，年4回これを発行する．ただし，都合に  

より合併号を発行することができる．  

第30条 論文誌の配布を希望しない会員には，理事会で  

定めた金箱を償還する．  

第31条 会誌の定価は，理事会で定めるものとする．  

第32条 全署を滞納した会員には，会誌の送付を停ll二す  

る．  

第6章 研究発表会および講演会，その他  

第33条 研究発表会は隼2回行なう．  

第34条 理事会の議決を経て，言掛盲王寺会，その他を開催す  

ることができる．  

第35条 講演会，その他は参加望を徴収することができ  

意に基づいて正会員または名誉会員5名以上  

によって推薦された者とする．  

3）役員候補者は候補者名簿に登録する．同一人  

が複数の会務分担役員の候補者になることは  

できない．  

4）候補者名簿にもとづき，正会員および名誉会  

員が分担ごとの定数連記，無記名投票を行な  

つ．  

5）得票数が同じ場合には年令が高いものを選出  

する．  

6）役員は毎年約半数ずつ改選する．  

第18条 本章に於ける選挙の管理は監事の責任において  

行なう．  

第3章 代議員の選出  

第19条 代議員は正会員を5年以上経験した者で，正会  

員および名誉会員の投票によって選ばれるもの  

とする．  

第20条 代議員候補者は次の区分によるものとし，被推  

薦者名簿に登録する．  

1）5名以上の正会員または名誉会員の推薦を受  

けて立候補した者  旦L  

第7章 支  部  

第36発 この法人に，次の6つの支部をおく．  

北海道支部，東北支部，中部支†批 関西支部，  

（51）舶甘   

2）理事会の推薦を受けた者  

華仕事会は（1）過去の活動実績（2）年令構成（3）地域  

性などを勘案して代議員候補者を推薦する．  
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小田。柳刃支部，九州支部  

弟37条 支部には支部長，別支部長，その他の支部役員  

をおく．   

2  支部役員は各支部で遊山する．   

3  支部役員の任期は2年とする．   

4  支部の事業計画およびナ算，事業報ilこおよび決  

算は，現車会の水認を経るものとする．   

5  支部は支部規則を制定する．ただし，理事会の  

承認を経なければならない．  

第38条 会長が必要と認めるときは支部長会議を招集し，  

支部に関する事項を諮問する．  

第8章 表  彰  

第39発 この法人はオペレーションズ・リサーチについ  

て，すぐれた業績のあった者を表彰することが  

できる．  

弟4り発 表杉の紺l≡lについては現車会において定める．  

第9章 附  則  

第41条（1）木組則は，ll榊lI47年5J127l＝Iよりこれを  

実施する．  

（2）木組則は，昭和48咋9JJlll卜一部改訂し  

た．  

（3）本舶用りは，昭和49年7J■j16lニトー部改訂し  

た．  

（4）木組則は，昭利50年‖」‘j6l二Ⅰ一部改う訂し  

た．  

（5）本納則は，Il侶【153年9J14ll一部改訂した．  

（6）ノ帖佃則は，【lH不I158年11Jj18l卜▲部改訂し  

た．  

（7）本鮒則は，l昭和59年11Jj30＝一一部改訂し  

た．  

（8）本紺脚＝ま，【l“不1162年8J二j3l二l一部改訂した．  

（9）本細則は，昭和63年3Jj18l－1一部改訂し  

た  

（10）本如＝川は，平成11年6月30「l一一部改訂し  

た．  

（11）本細則は，平成14年5月3〔）「l一部改訂し  

た．  

（12）木組則は，平成15年 月 ll一部改訂した．  

日本オペレーションズ0リサーチ学会 倫理規定  （第2号議案）  

前文  

Il本オペレーションズ・リサーチ学会会員はオペレーショ  

ンズ。リサーチの矧－■‘J家としてオペレーションズ・リサー  

チの研究，開発，応川，実施にさ11たり，科学技術が人糞頁の  

環境と隼存に重大な影響をリ・えることを認識し，社会に英  

離し，公益に寄万・することを瞭狛－，以卜のことを遵守する．  

1．技術者としての責任   

会員は自らの専門知識，技術経験を壬一三かして，人知の安  

全，健康，福祉の1札」二。増進に貢献する．  

2．公平性   

会員は人種，国籍，㌫教，性別，障害に糾われることな  

く，公平かつ真筆に対応し，個人の自由と人権を尊重する．  

3．自己研錨と他者との関係   

会員はJ訓－1…J家として自」研躇に努めるとともに，他の技  

術者，研究者の能力向上を支援し，サ術明発展と文化の向  

卜に寄1一する 

4．公開性   

会員は自身の関与する事実や活動について，社会の理解  

と協力を得るため，積極的にその成果を還元するとともに，  

l一巨甘性，客観性をもって公開することに努める．  

5．公jl三性   

会員は真筆に研究ならびに技柿沼摘力を行ない，寺・三才られる  

結果に誠実に対応する．  

6．知的財産尊重   

会員は著作権，特許権の知的財産権を尊重する．  

7．行動規範   

会員は職務および†l常年活において，社会，環喘，組織，  

個人を尊重し，人権の尊重，プライバシーの保護，公私の  

けじめなど，社会人としての規範を遵守する．  

平成15年度事業計画（第4号議案）  名誉会員推薦の件 （第3号議案）  

1．研究発表会  

研究発表会を春秋2回開催する．  

（1）春季研究発表会   

則I1：3JTj18ll，19fl   

場 所：慶應義塾大学理二「学部矢上校舎（神奈川県横  

浜市）  

オペレーションズ。リサーチ   

被推薦者氏名  

l．長谷川利治  

（前OR▲）；ごこ全会長・南山入学教授）  
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主査：什＝コ 束（中央大学）  

ウ．新設（4研究部会）  

「アルゴリズム」  主査：岩田 見（東京大学）  

「意思決定とOR」   主査：前田 隆（金沢大学）  

「ゲームと実験」 主査：武藤滋夫（東京工業大学）  

「食糧・環境問題とOR」  

主査：石井件昭（大阪大学）  

（2）研究グループ  

次の1研究グループを設置する．必要に応じて追加発   

足を認める．  

ア．継続（1研究グループ）  

「不確実環境下での意思決定法」  

主査：河村一知（1防衛大学校）   

4．刊行物   

次の刊行物を発行する．  

（1）機関誌「オペレーションズ。リサーチ」（12号）  

（2）論文誌 「JournaloftheOperationsResearchSocト   

etyofJapan」（4q・）  

（3）研究発表会アブストラクト集（2回）  

（4）シンポジウム予稿集（2恒1）・セミナーテキスト（：∃  

恒1）  

（5）研究部会活動葡果の報文集等   

5．広報。普及活動   

インターネットを積極的に活用することによって会員サ  

ービスの向上を図るともに，オペレーションズ・リサーチ  

の有用性をアピールし，学会の社会的認知度を高めて行く  

ための広報活動を充実させる．また，会員増強のため，各  

種事業を通じてより一層普及活動に努めることとし，以下  

のようむ活動を行なう．  

（1）ホームページを学会の情報発信のベースと佳苗づけ，  

コンテンツの充実を図る．具体的には，現在の情報伝  

達禦から，利用者との双方向利用型へと進化を図る．  

これにより，入会申し込み，研究発表会への発表申し  

込み，出版物への投稿，出版物（大全予稿集など）の  

データベース化，コンサルティング活動などのPRを  

実現できるようにする．  

（2）ホームページを使って情報開示を積極的に進める．  

（3）研究意欲の増進，最新知識情報の吸収を意図し，講  

演会を開催する（各支部1回以上）．  

（4）オペレーションズ・リサーチの普及の一肋として，  

また事業としての佳苗づけに配慮したORセミナー   

（講習会）を3匝l開催する．  

（5）賛肋会員の増強を図ると共に支部活動の活性化に寄  

与するため，OR企業フォーラム，インタラクティフ  

フォーラムを合計3恒＝開催する．  

（6）賛助会員の増強を図ると」1こに，企業内でのOR実施  

（53）即柑   

特別テーマ：人とシステムとOR  

（2）秋季研究発表会   

期 日：9月101‡1，11日   

場 所：祇同大学（福岡児福岡†い   

特別テーマ：アジアに広がるOR   

見学会：9月12日  

2．シンポジウム  

シンポジウムは以下の通り開催する．  

（1）第49恒1シンポジウム   

期 日：3月171‡I   

場 所：慶應義塾大学理工学部矢上校舎（神奈川県横  

浜市）   

テーマ：数理計画の理論と実装  

（2）第50匝1シンポジウム   

期l］：9fj9Ⅰ二1   

場 所：九州大学国際研究交流プラザ（福岡照福岡  

iい   

テーマ：ORと数学  

（3）9月25日（木），26日（金），東京工業大学百周年記   

念会館にて，第15回RAMPシンポジウムを開催す   

る．  

3．研究部会。研究グループ  

（1）研究部会   

次の15研究部会を設遺する．必要に応じて予算限度  

内での追加発足を認める．   

ア．常設（5研究部会）   

「待ち行列」  主査：滝根哲哉（京都大学）   

「OR／MSとシステム・マネジメント」  

主査：六十里繁（防衛庁）   

「数理計画（RAMP）」主査：福島雅夫（京都大学）   

「評価のOR」  

主査：刀根 薫（政策研究大学院大学）   

「統合オペレーション」  

主査：梅沢 豊（大東文化大学）   

イ．継続（6研究部会）   

「グローバル・プロジェクトのOR」  

主査：高森 寛（青山学院大学）   

「COM・APS（先進的スケジューリング）」  

主査：酉岡靖之（法政大学）   

「数牲情報二1二学的意思決定とその応用」  

主査：吉富康成（京都府立大学）   

「Ⅰ）FI（インフラ民活プロジェクト）」  

主査：若山邦絃（法政大学）   

「不確実性F▲のモデル分析とその応用」  

主査：古川哲也（九州大学）   

「マーケテイング・データ角相子」  
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例に対する社会の認知を．1一子iめるため，企業ホ例交流会   

を併＝推する（隼21■り）．  

6．日本学術会議および他学協会との連携。協力  

（1）‡1本学術会議経杵巨∵獅井究連絡委員会及び人三上物設   

計｝日掛肝先祖絡委員会蘭ザ管即二1二手専門委員会に委   

Hを派遣し，その清動に参画する．  

（2）ll本・、㌣術会議組廿十判叶究連絡委壬1会及び人1物設   

計・／巨藻研究連絡委H会経常菅刊廿ギ鴻門委員会と紙   

片十、召乳連一半協会が共催する第19lリ1FMES。桝連シ   

ンポジウムに参両・共催し， その‘夫行委員会に委員2   

名を派遣する．  

（：う）ll本抜術者■数百認定機構（JABEE）に参画し，グ   

ループ加盟している経常－ト、iご：関連′、㌢会協議会  

（FMES）と－jlこに，経廿l二′‥j用；門の審査に積極的に取   

り釧．む．なお，昨年にリlき続き，FMESの事務局を  

、11！、㌣会で机当する．  

（4）（肘1本巨ナ会の溝動に協力し，その他関連学協会と   

の交流を桟桃r11Jに進める．  

（5）横断プl出川判・サ技術研究用体連合の設立総会に（4／   

7）に参加し，理串を派遣するなど積椀的に清動に参   

加する．代議員に真鍋「liり会長，理事に今野浩氏（元利   

会長），分科会，委員会に委員を派遣する．  

7．公益活動  

（1）受託桝究  

‘ll弓一公庁，相川等の公的機関からの委託研究を積種的に  

受託するように努める．  

（2）啓蒙活動   

高相省一・般市民に対するORグ）持家i舌軌を推進する．  

8．国際協力。交流  

（1）IFORS（InterllatiollalFederationofOperatiollal   

Research Societies）を油じて，制＝IミIのOR学会との   

交流，協力をl女】る．  

（2）APORS（Ass（）Ciatiol10f Asianl）acific Opera－   

ti（）nalRescarch Societies）を通じて，特に事務）．．）   

選．■l■－！、ト会としてアジア。太平洋地域のORの発展と加   

盟一、㌣会川の▲l■新旧交換に積極的に協力する．12J＝i81‡   

～川l‡に開催される弟6回人会（開催地ニューデリ   

ー）に参加し，入会の成功に賛する．  

（3）IAOIモ（IllternatiollalAbstractsin Operations   

Research）の編集，発行に協力し，tl本の文献抄録   

を送付するとともに，lAORの償＝ノくj頒布に協力する．  

（∠1）APJOR（AsiaPacificJournalof Operational  

Iミeseal－Cll）の編集，頒布に協力をする．  

（5）L二JOR（王urol〕ean Journalof Operational   

Research）の編集，頒イFiに協力をする．  

（（；）海外からク）01ミ関係来訂抑二応接する．  

軋5①（54）   

9．支部活動  

各支部において， 研究会，講演会，見学会等を企両し   

実施するほか，全土りij一策についても配慮する．  

10，表彰  

文献賞，美施賞，普及賞，業拓′鼓，ホ例研究賞および   

ギ‥隼論文賞の選考・表彰を行う．  

11．その他  

（1）基本問題検討委員会の答申を受けて，！lし急に具体策  

を検討し，・り■能な施策から美行に移すよう努力する  

（2）財政基盤の安定化に努めるとともに，車務HのOA  

化に配意する．  

基本問題検討委員会答申書  

基本問題検討委員会  

200ニう年3＝101I  

l1ネオペレーションズ・リサーチ学会理ホ会は，全日数  

の長期低落傾向，企業でのORの地位低寸■を深刻な問題と  

受け直め，2002年5Jjに基本料＝隠検討委員会を発足させ  

た．これを受けて，州副会長を委員長として理事会メンバ  

ーによる基本1雇り題検討委貝会は現状分析から問題の絞込み  

をそ・J‾い，テーマ別にf叫・りユ外のメンバーを含めた3つの分  

科会を構成し，現状分析と木＝芯策を検討した．以卜にその  

経過をまとめ，答申内容を記す．   

経過報告   

2002隼3‖に理串懇談莞を開き，l＝＝勘il真の発榔のため  

のブレーンストーミングを行った．2002年6J二Jに州別会  

長を委員長とする基本問題検討委員会の初会合を行い，問  

題点を整理し，紆机当部一群での問匙H・こ洗い出しを持ち寄る  

こととした．   

2002年9Jjに委員会を開き，問題点を3つに分執し，  

分科会方式で個々の問題を掘り 卜げ，手J一効施策を検討する  

こととした．分科会の検討事項はおおむね以卜の油り．   

分科会1：研究普及（企業向けパンフレットの作成，企  

業二事例交流会のあlりノ，【ニl治体へグ）働きかけ，コンサ  

ルティング，学隼金一H対策，など） テ1ミ査 畑副会長   

分科会2：情糀関連（ホームページの汗け軋 機関誌の見  

直二し，広幸Ii体制，など）  ＿・iミ査 首鍋副会長   

分科会3：基本問題（ミッション，名称，地学協会との  

連携，M＆A，など）  主査 森剖会ム   

分科会は行課題に対して，制約なしの議論を行い，牛会  

の活性化のために単なる提案ではなく，ノ美行可能な施策を  

l卜L、に意見を集約する，ということを小し合わせた．分科  

会ごとの検討結果を簡坪・にまとめる．詳しい訂議内容につ  

いては添付資料を参一明していただきたし、．   

分科会1は，退潮傾向の主要な悼藩はして半会が全土いこ  

対して過切なサービスを与えていないことと考え，退会を  
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る状況Fにあっても，企業。学生とも最も自社ある  

いは自分にあった相手先を見つけると同時に，相手  

にも気に入ってもらうことが重要で，その意味で，  

特にMlの学生をターゲットとして夏休み等の一定  

期間，企業でインターン実習を行えるよう仲介する．  

このようなニーズは明らかに企業。学生双方に存在  

する．うまくインターン先を見つけられるような企  

業リストのプールを作ることと，インターン実習後  

（特にどちらかから断る場合）の扱いが課題．  

1－3 0Rアウォードの創設  

食い止めるために，会員への適切なマーケテイングが必要  

という結論に達した．そのための方策が提案された．個々  

の方策に関しては，必要な資源（人，もの，かね）を見積  

もり，実現可能性を検討した結果，有力な案に対して優先  

順位を付け，提言としてまとめた．   

分科会2は，ホームページの活用として，会員サービス  

に重点を置いた双方向の利用について検討した．40周年  

記念事業で構築した「記念事業の活動報告」を主にした現  

在のホームページを全両的に改め，学会の顔として，広報  

と業務に有効に活用できるホームページを作成し，2003  

年3月からの運用開始を目指した．機関誌の内容について  

も検討し，具体策として，特集記事の概要とキーワードを  

ホームページに掲載する（検索エンジンで検索可能にする  

ことにより，学会・機関誌の存在をアピールする），OR  

関係のソフトウェア紹介の記事を定期的に掲載する，企業  

事例を紹介する記事を定期的に掲載する，の3点を実施に  

移すこととした．   

分科会3は会員の学会へのかかわり方を調査するために，  

ウェブを使ったアンケートを実施した．これらを集計分析  

した結果，別添報告書のようなニーズと現状に対する不満  

が確認できた 

これらのことを踏まえて，各WGからの報告を整理し，  

以下の提言にまとめた．   

提言   

提言1：会員サービスの充実に関する提言   

平成15年度にも実施するサービスとして以下の3つを  

提案したい．ただし，今回の分科会での検討の前提にもあ  

るように，制約条件なしで議論した部分もあり，必要経賀  

や体制などについて，15年度早々に検討のための分科会  

を結成して実現に向けてスタートすることをあわせて提案  

したい．  

ト1カフェテリア式無料サービス券の配布  

現在のOR実施貨は賛肋会員に限定されているが，  

むしろ会員にこだわらず，毎年爆発的に売れた商品  

やサービスあるいは広くビジネスモデルそのものを  

対象としてORアウォードを授与する．例えば，i   

1110deやユニクロ，写メールのようなものを対象と  

し，優れて名誉賞的な放いにしてマスコミにもⅠ）R  

を行う．  

管用面などの問題は少なく，対象となる企業（ある  

いは個人）を発掘する組織を学会内に作る．   

また，実行に移る前に解決すべき課題も多いが，効果も  

大きいと判断される以下の8項目については，15年度引  

き続き専門の組織を設けて実施に向けて継続検討を提案し  

たい．ト5から110までの各案の詳細説明については，  

第一分科会報告書を参照のこと 

1－4 クレジットカードによる会皆・行事参加賀川の支払  

15 0Rツールキット・ORソフト集のWEBでの提  

1－6 0R看板教授によるセッション  

ト7 賛助会員向け教育企画。開催  

18 新聞記事の投げ込み  

1－9INFORMSと連携して“OR／MS Today”のl三1本語  

版の出版  

ト10 海外あるいは他学会での事例紹介とDB化  

ト11SSORの復活  学会員に対して，会薯の納入と引き換えに，研究発  

表会やセミナー，シンポジウムといった学会の主催  

行事に無料で参加できるサービス券を一枚配布．学  

会員は自分が参加したいイベントにその券を持参す  

れば無料て、出席できる．  

同様の視点から，セミナーなどを収益事業と位置付  

けるか啓蒙事業とするかといった研究普及活動の抜  

本的見直しを行う．学生会員優遇策もあわせて検討  

する．  

学会の収益力ゞ減るということが最大の課題 

卜2 インターンシップの導入   

1－12 0R専門家蘭介システムの構築  

113 日本のORを国際的に発信し続けるための場の整  

儒。提供  

1－14 アジア地域におけるリーダーシップ発揮のための諸  

施策の実現   

提言2：ホームページ，機関誌等広報に関する提言  

2－1 ホームページをオペレーションズ・リサーチの広報  

センターと位置付け，情報発信と情報集約について  

の効果的な方策を実施すること  

具体的な方策としては，検索エンジンでのキーワー  

ド検索に対して学会ホームページのヒット率を高め  

るような記事を掲載する，読み物として読み応えの  

ある記事を掲載する，啓蒙活動のための学生・高校  

（55）朋旬   

現在は多くの学生が就職先を見つけるのに苦労して   

いる． 一方で，10年程前のバブル期には企業が募集   

をしても採用がままならない時代もあった．いかな  
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生以下の読者を想定したページ作り，「OR相談所」  

のような一般向け窓卜1の開設，アーカイブの充実，  

事例の収集・公開，などなどが考えられる．  

2－2 インターネットを有効活用して事務局の会員サービ  

3）シンポジウム。学会そどの協賛，メーリングリ   

ストの共用など，研究課題ごとに関連する学会と   

バイリテラルな関係を構築する．  

4）海外の矧倒11Jな半合との連携を深める．  

ス業務効率を改善すること  3－3 学会の組霜い休制の再編  

具体的な方策としては，入会申し込み，会員データ  

変更届，論文審査過程の問い合わせなど ， 100％事務  

局員が対応している現在の業務形態から，インター  

ネットを利什＝ノた自軌処理システムを構築すること，  

会薯，参加薯などの金銭が絡む問題に対してクレジ  

ットカード決済など適切なシステムを考えること，  

研究発表会の発表申し込みから了・稿集作成までの業  

務をインターネットによって行うことにより，発表  

会後直ちに資料のホームページ掲載を可能とする，  

などなどが考えられる．  

23 機関誌とホームページが補完しあう広報システムを  

1）IT化の充実を図ると共に，諸委員会の役割を見  

直し，Ⅰ′1「化の進展に対応できる組織に変更するた  

め，OR学会の組織について検討するためのWG  

を早急につくること．  

2）掟言1を実現させるためにはナ算的な裏づけが  

必要となる．これらの実現可能性を調査するため  

の財政問題検討委員会（仮）を設置する．  

3）地学協会との連携をl二［川∃・に行うために，渉外担  

当の理事を一人おき研究普及等との連携をはかる  

こと．当面，無住桝の理事の一人を渉外の担当と  

すること．  

4）ホームページを依って情報発信を促進するため  

に，広報租さIlの理事を置き，広糀委員会を設遺す  

ること．   

付録 分科会3のミッション案（分科会3報告書からの  

抜粋）   

WG3としては，ミッションに関する2つの寒が山たが，  

これらを議論し▲本に幣理するための，議論をする時l甘が  

十分とれなかったので，現段階では2つの案を併記する．  

〈案l〉  

〈ORとは〉  

オペレーションズ。リサーチ（01ミ）とは，科学的な問題  

解決手法・技術のユつの体系である．経営や政策における  

意一巴、決定を支援し，それを実施するための適切なシステム  

を計画策左し道川に資することを目的とする．社会が進展  

するにつれ，新しい問題が釦四三されそれに応えるべくOR  

の発展が求められている．  

〈OR学会の特徴〉  

a．0Ⅰミの手法・技術の問究・研究と普及，並びにそれら  

の手法を介業や社会の現場に適用し，問題解決をはかるこ  

とを巨1指している．  

b．ORが問題解決のための科守祁」な手法一枝術の一体系  

であるため，手法の理論的研究を主眼とする研究者や，実  

際のl甘題の解決をはかるために必要な手法・技術を修得し，  

その適用のための研究調査を行うOR実務家など，多様な  

ニーズをもつ人々によリOR学会は構成されている．  

C．ORの手法・技術は一一般性，汎相性が高いため，その  

適用分野は幅広い．そのため，いろいろな応用分野，ある  

いは学l耶貞城に足場をおきながら，ORグ）新しい軌向を桝  

摂し，研究している八も多くその背景のバラエティが豊か  

である．  

オペレーションズ。リサーチ   

構築すること  

具体的な方策としては，学会だよりをはじめとする  

広鞘的な部分をまずホームページに掲載することに  

より，迅速な広報を心がける，機関誌は印刷株体の  

特性を生かし，企業事例を積極的に収i）上げる，OR  

ツールの紹介記事を連載するなど，読者の利用の便  

に供する一プナ，特集記事に関してはその抄録とキー  

ワードをホームページに掲載することにより，機関  

誌の存在をより広範に宣伝する，などなどが考えら  

れる．   

提言3：ミッション。組織に関する提言  

310Ii学会のミッション明文化とその公布  

0Ⅰミ学会の当面のミッション案（下記）を提案する．  

これをたたき台にさらに検討していただき，rlPに  

掲我し会員および非会員に広布する．そのためには，  

まず研究部会などで学会のミッションを検討する場  

を設ける必要がある．  

3－2 他学協会との連携  

産業界におけるORの佳苗づけ等を見ても，OIモ学  

会独仁＝こ規模の大幅な拡張を図るのは難しい．した  

がって，他学会および他学協会と交流。連携し，よ  

り有機的に活軌することが望まれる．ただし，その  

連携には以下のようないくつかのレベルがあり，活  

動にも濃淡をつけることが必安である．  

1）JABEE関連の実質的な活動母体と しての   

FMESにおいて，桔根仁和こ関与発言し，リーダー   

シップを発揮する．  

2）社会科学分野の学会の代表として，横断型基幹   

科学抜術連合（横幹連合）にかかわり，当学会の  

プレゼンスを高め維持する．  
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なる．  

3）OR清川に関する研究，事例研究および調査について   

の言ilり軸を通じて，その奨励と促進をはかる．  

4）ORグ）活用および研究を抑進できる人相を育成するブナ   

法について研究・普及をはかる 

〈案2〉  

〈ORの定義〉  

ORとは，社会の中に存在する様々な問題を解決の方向に  

導くための科学的方法を用いたアプローチである．  

〈OR学会の使命〉  

1問題解決を実施すること  

2 問題解決の環境を整備すること  

2－1哩諭研究の促進，理論の蓄積  

2へ2 手法。システムの開発と整備  

2－3 解決すべき問題領域の拡大  

2－4 問題解決のための人員の養成■教育  

2、5 riユ＝謹解決に関わる社会的認識の普及  

〈OR学会の特徴〉案1と同じ  

〈展開すべき活動。事業〉案1と同じ  

くOR学会のミッション」  

上のような認識の下に，OR学会の果たすべき役割の柱は  

次の3つに絞られる．  

1）ORの手法。技術の開発と理論的な研究の促進．その   

成果の情報提供．  

2）OR手法。技術の現実問題への適用とその方法の支援．  

3）ORの考え方と手法の教育・普及，およびOR実務者   

の生涯学習の支援 

これらを柱に，時代の変遷・進展にあわせ，また匡l際的視  

野に立って，ORの手法・技術全般の研究・調査活動やそ  

の成果の発表を通じ，社会に貢献する．  

〈展開すべき活軌・事業〉  

1）ORの手法と活f附こ関する知識の源泉となることを目   

指す．  

・研究部会，シンポジウム，講演会，研究発表会などを通   

じた対話の場の提供  

・論文誌や機関誌，WWWページによる情報の場の提供  

・OR手法の開発や活用に関する研究および調査  

2）内外の関連学会との連絡および協力を通じて，ORの   

手法体系の知識に関する我が国における中心的な学会と  

平成15年度収支予算書  （第5号議案）  

平成15年3月1口から平成16年2月29日   

（単位：tリ）  1．一般会計  

1収入の部   
勘 定 科 目  

中 科 目   
－，竹 夏．▲     前年度子算稚  差  異  備  考   

大 科 目  小 科 目   
基本財産遵  10，000   10，000   0  

用収入  
入会金収入  120，000  120，000  0  

学生会員入会金収入  60，000   60，000   0  

会曹収入  32，429，000  33，135，000  △  706，0（）0  
学生会員会費収入  】，500，り00   1，500，000   0  

賛助会員会雪収入  9，939，000  10，699，000  △ 760，000  
事業収入  6，400，000   6，400，000   0  

研 究 発 表 会 収 入  5，000，000   5，000，000   0  

シ ン ポ ジ ウ ム収入  2，100，000   2，050，000   50，000  
セ ミ ナ ー 収 入  1，800，000   1，800，000   
資 料 等 頒 布 収 入  

0  

300，000   300，000   0  

I A O R 収 入  375，000   375，000   0  

E J O R 収 入  418，000   774，000  △  356，00（）  
A PJO R 収 入  92，500   92，500   0  

受 託 研 究 収 入  
その他収入   

1，000，000   1，000，0（）0   0  

900，000   675，（）00   225，000  
広  告  収  入  6，000，000   6，000，000   0  

受  取  利  息  
事 務 委 託 収 入  

100，000   100，000   0  

150，000   460，000  △  310，000  
退職給与引当金取崩収入  0   0   0  

記念事業引当金取崩収入  0   0   0  

国際協力引当金取崩収入  0   0   0  

表彰事業引当金取崩収入  100，000   100，000   り  

OA化引当金取崩収入  0  2，000，000  △ 2，000，000  
別途引当金取崩収入  4，132，2訓  3，195，790   936，460  
雑  収  入  800，000   800，000   0  

当 期 収 入 合 計  73，725，750  76，646，290  △ 2，92（），540  
前期繰越収  19，891，398  19，891，398   0  

支差額  
収 入 合 計  93，617，拍射 96，537，688   △ 2，920，540  
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2 二支‖の部   

勘 定 科l〒J   

人 科†l   
j二算額  前年度予算細  差  異  備  考  

lい：科 目  小 科 目   

管 理 薯 家  4，044，6（）0   4，044，600   0  

ll 式長  薯  1，6ニ札000  1，630，000  0  

車 務 川 ■品＋薯  150，000   i50，000  
会  懲  800，000  800，000  0  

旅 貿 交 通 賀  2，（）00，000   2，000，000  0  

油  イナチ  輩  1，350，000  1．，350，000  

l二lJ  刷  貿  600，000  600，000  0  

消  耗 1】長一J 輩  300，000  300，000  0  

O A 化 準 備 貿  300，000   2，100，000 △1，800，000  
リ  ス  料  6（軋000  600，00n  O  

修  習  50，000  50，000  0  

岩音  料  手 ‡tう  18，000，000   9，000、000   9，00（），000     表示変更   

福 利 坪 生 蟄  2，500，000   2，500，000  0  

臨 時 雇 買 金  2，000，000   2，000，000  0  

退  職  0  0  0  

保  険  料  50，000  50，000  （）  

負  粗  110，000   110，000  0  

支 払 手 数 料  230，000  230、000  0  

柑  税  公  課  80，OnO  80，0（川  0  

退職給与引当金繰入  200，000  200，000  0  

雑  貨  100，000  100，000  0  

損  800，000  80n，000  0  

車 業 輩 研 究 ヲ芭 来 会 開  催  費   3，620，000   3、620，000  0   

1；lj  刷  蟄   1，380，000   1，380，000  0   

印 刷 製 本 螢 機  関  誌 10，000，000 10，0（〕0，000  0   

文  2，800，000   3，000，000 △ 200，000   

幸lli   文  集  0  0  0   

印  刷  背  40，000  40，000  0   

川 際 協 力 賀IFO RS 会・薯  408，000  455，000    △  47，000   

IAOR購 入 賀  388，000  375，000  13，000   
EJOR購 入 蟄  407，000  774，000    △ 367，000   

At）JOR購入薯  63，000  92，500    △  29，500   

APORS関係背  300，000  300，000  0   

研 究 i舌 軌 賀 シンポジウム開催肇   2，100，000   2，050，000  50，000   
セ ミ ナー開催常   1，275，000   1，434，000    △ 159，000   

OR企業フォーラム  900，000   l，200，000    △ 300，000   
研 究 部 会 堂  675，000  720，000    △  45，000   

支  部  望   2，こう01，280   2，437，320    △ 136，040   
表 彰 事 業 輩  457，000  457，000  0   

全  署  400，000  400，000  0   

旅 貿 交  通 費  750，000  750，000  0   

池 在； 迦 搬 望  6，300，000   6，300，000  0   

i‡晋  謝  1，300，000   1，300，000  0   

給  料  手  当   0   9，000，000   △9，000，000 表示変更   
げi 粍 ．もチ， 懲   400，000  400，000  
受 託 研 究 支 出 金   1，000，000   1，000，000  0   

FⅣ1ES・桝連関係薯   500，000   400，000   100，000  
その他支．■い一 株  薯   66，870   66，870   0  

イ・備 蟄 11  郁f  賀   0   0   

当 期 支 たl1／合 計   73，725，750  76，646，290  △ 2，920，540  

当 期 収 支 差 碩   0   0   0  

次期繰越収   19，891，398  19，891，398   0  

支差袖   

支 出 合 計   93，617，148  96，537、688  △ 2，920，540  
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